
周年事業、ハワイで盛大に
ハ
ワ
イ
島
・
オ
ア
フ
島
の
観
光
名
所
を
視
察

旅
ホ
連
・
運
観
連
　

年
度
本
部
通
常
総
会

「
メ
モ
リ
ア
ル
　

ｉ
ｎ
　

Ｈ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｉ
」

「共に行動、共に発展」
金 谷
小野寺 両会長を再選

１
位
は
東
北
支
部

強
者
事
業

プ
レ
ゼ
ン

多
彩
な
企
画
競
う
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澄んだ海と空に囲まれた地で交流を深めた（ヒルトン・ワイコロア・ビレッジにて）

フラ・ダンスを楽しむ一行

会
の
趣
旨
を
説
明
す
る
百
木
田
社
長

コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
試
飲
す
る
様
子
（
上
）
と
プ
ナ
ル
ウ
黒
砂
海
岸
を
散
策

両会長から目録を受け取る東北支部の業務活性化
委員長（昆野氏＝旅ホ連・左から２番目、多田氏
＝運観連・一番左）

総会の様子（旅ホ連）

再
選
さ
れ
た
金
谷

会
長
（
左
）
と
小

野
寺
会
長

緊
張
感
が
漂
う
プ
レ
ゼ
ン
前

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
と

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
協
定

旅
館
ホ
テ
ル
連
盟（
旅
ホ
連
、

金
谷
譲
児
会
長
）、同
運
輸
観

光
施
設
連
盟（
運
観
連
、小
野

寺
仁
会
長
）は
４
月

～


日
の
６
日
間
、３
者
の
設
立


周
年
記
念
行
事「
東
武
ト

ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
メ
モ
リ
ア
ル

　
ｉ
ｎ
　
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｉ
」

を
ハ
ワ
イ
で
開
い
た
。会
員

ら
約
１
３
０
人
が
参
加
。会

社
か
ら
は
百
木
田
康
二
社

長
、脇
坂
克
也
副
社
長
、各
国

内
セ
ン
タ
ー
長
ら
が
出
席

し
、観
光
地
の

視
察
や
文
化
体

験
を
通
じ
て
３

者
間
の
親
睦
を

深
め
た
。

　
年
に
一
度
、

研
修
会
と
し
て

開
か
れ
る
メ
モ

リ
ア
ル
だ
が
、

今
回
は
５
周
年

時
と
同
様
ハ
ワ
イ
を
開
催
地

に
設
定
。
百
木
田
社
長
は

「
坂
巻
伸
昭
前
社
長
か
ら

『

周
年
も
ぜ
ひ
ハ
ワ
イ

で
』
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

私
自
身
も
駐
在
経
験
が
あ

り
、
皆
さ
ん
に
直
接
現
地
の

魅
力
を
体
感
し
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
会
の
趣
旨
を
説
明
し

た
。

　
一
行
は
ハ
ワ
イ
諸
島
の
中

で
も
最
大
の
面
積
を
誇
る
ハ

ワ
イ
島
と
、観
光
地
と
し
て

人
気
の
高
い
オ
ア
フ
島
・
ワ

イ
キ
キ
を
巡
り
、各
地
の
観

光
名
所
を
視
察
し
た
。ハ
ワ

イ
島
で
は
、コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー

の
歴
史
あ
る
農
園「
グ
リ
ー

ン
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
ム
」や
、溶

岩
が
冷
え
て
砕
け
た
黒
砂
が

広
が
る「
プ
ナ
ル
ウ
黒
砂
海

岸
」な
ど
を
訪
問
。ま
た
、世

界
有
数
の
活
火
山
で
あ
る

「
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
」の
噴
火

の
様
子
を
観
察
す
る
と
と
も

に
、火
山
活
動
が
鎮
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
に
も

立
ち
会
っ
た
。

　
オ
ア
フ
島
・

ワ
イ
キ
キ
で

は
、巨
大
な
ア

ー
ト
ス
ポ
ッ
ト

「
カ
カ
ア
コ
・
ウ

ォ
ー
ル
ア
ー

ト
」や
、ハ
ワ
イ

州
の
最
高
裁
判
所
、ア
リ
イ

オ
ラ
ニ
・
ハ
レ
前
に
あ
る「
カ

メ
ハ
メ
ハ
大
王
像
」を
見
学

し
、歴
史
や
文
化
を
学
ん
だ
。

　

日
夜
に
は
、
ヒ
ル
ト
ン

・
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

・
ワ
イ
キ
キ
・
ビ
ー
チ
・
リ

ゾ
ー
ト
（
ワ
イ
キ
キ
）
で
連

盟
合
同
の
懇
親
会
を
開
催
。

フ
ラ
・
ダ
ン
ス
や
ハ
ワ
イ
音

楽
の
生
演
奏
を
楽
し
み
、
ハ

ワ
イ
独
自
の
文
化
を
体
験
。

組
織
、
支
部
の
垣
根
を
越
え

て
親
睦
を
深
め
、
盛
況
に
終

わ
っ
た
。

　
懇
親
会
で
あ
い
さ
つ
し
た

両
連
盟
会
長
は
、
「
東
武
ト

ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
は
話
が
し
や

す
い
（
フ
ラ
ッ
ト
な
）
関
係

性
が
強
み
。
今
回
も
多
く
の

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
親
睦

を
深
め
る
有
意
義
な
場
と
な

っ
た
。
今
後
も
さ
ら
な
る
盛

り
上
が
り
に
期
待
し
た
い
」

（
金
谷
会
長
）
、
「
東
武
ト

ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
の
経
営
理
念

『
誇
れ
る
仕
事
を
』
は
会
社

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
両

連
盟
と
そ
の
社
員
全
体
に
関

わ
る
も
の
。
こ
の
業
界
が
楽

し
く
、
未
来
に
つ
な
が
る
も

の
だ
と
次
世
代
に
し
っ
か
り

伝
え
て
い
き
た
い
」
（
小
野

寺
会
長
）
と
意
気
込
み
を
語

っ
た
。

　
来
年
度
の
メ
モ
リ
ア
ル
研

修
会
は
国
内
で
開
催
予
定
。

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
協

定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
旅
ホ

連
、
金
谷
譲
児
会
長
＝
鬼
怒

川
温
泉
ホ
テ
ル
、
１
２
４
６

会
員
）
と
同
運
輸
観
光
施
設

連
盟
（
運
観
連
、
小
野
寺
仁

会
長
＝
平
泉
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
、
８
２
０
会
員
）
は
３
月


日
、
東
武
ホ
テ

ル
レ
バ
ン
ト
東
京

（
東
京
都
墨
田

区
）
で
そ
れ
ぞ
れ


年
度
本
部
通
常

総
会
を
開
い
た
。

任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
で
金
谷

会
長
、
小
野
寺
会

長
を
再
選
。

年

度
本
部
事
業
計
画
が
承
認
さ

れ
た
ほ
か
、
本
部
規
約
に
つ

い
て
も
協
議
。
細
か
な
見
直

し
を
重
ね
な
が
ら
よ
り
効
率

的
な
事
業
展
開
を
目
指
す
。

　
両
連
盟
は
２
０
１
５
年
３

月

日
の
設
立
か
ら

周
年

の
節
目
を
迎
え
た
。
旅
ホ
連

の
金
谷
会
長
は
冒
頭
あ
い
さ

つ
で
「
本
部
と
し
て
各
支
部

を
で
き
る
限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。
会
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
行
動
し
、
共
に
発
展
す

る
と
い
う
思
い
、
連
盟
と
し

て
の
一
体
感
を
深
め
て
い
け

れ
ば
」
、
運
観
連
の
小
野
寺

会
長
は
、
「
次
の

、

年

に
向
け
て
こ
の
業
界
を
盛
り

上
げ
て
い
き
な
が
ら
も
う
一

つ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
こ
と

も
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
連

盟
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
、会
員
の
団
結
を
求
め
た
。

　
今
年
度
は
、
両
連
盟
が
共

同
開
催
す
る
、
支
部
事
業
の

活
性
化
を
目
的
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
定

し
、
事
業
提
案
を
受
け
て
順

位
を
決
定
、
本
部
が
助
成
を

行
う
「
強
者
（
ツ
ア
モ
ン
）

事
業
」
や
、
若
手
経
営
者
と

会
社
幹
部
の
懇
話
会
な
ど
を

継
続
実
施
す
る
。
強
者
事
業

は
、
実
施
の
具
体
性
や
内
容

の
公
平
性
、
審
査
基
準
な
ど

を
見
直
し
、
い
っ
そ
う
充
実

し
た
形
で
の
実
施
を
目
指

す
。

　
ま
た
、
年
２
回
実
施
し
て

い
た
正
副
会
長
会
に
つ
い
て

は
、
年
３
回
に
増
や
し
、
情

報
交
換
の
場
を
拡
充
す
る
。

　
規
約
も
一
部
改
訂
。
役
員

の
任
期
に
つ
い
て
、
重
任
を

妨
げ
な
い
１
期
２
年
と
す
る

従
来
の
規
定
か
ら
、
新
た
な

発
想
の
事
業
実
現
や
世
代
交

代
を
考
慮
し
、
重
任
期
間
の

目
安
を
通
算
５
期

年
と
定

め
た
。

　
総
会
に
は
、
各
会
員
の
ほ

か
、
会
社
か
ら
百
木
田
康
二

社
長
、
脇
坂
克
也
副
社
長
ら

役
員
、
各
国
内
旅
行
セ
ン
タ

ー
長
が
出
席
。
総
会
後
の
懇

親
会
に
は
、
東
武
鉄
道
の
根

津
嘉
澄
会
長
、
都
筑
豊
社
長

ら
も
駆
け
付
け
、

周
年
を

祝
っ
た
。
百
木
田
社
長
は
、

４
月
に
開
幕
す
る
大
阪
・
関

西
万
博
や

年
に
開
か
れ
る

国
際
園
芸
博
覧
会
な
ど
、
大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

控
え
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

「
わ
れ
わ
れ
の
存
在
感
を
示

し
、
明
る
く
元
気
に
楽
し
く

仕
事
を
し
て
い
こ
う
」
と
述

べ
、
さ
ら
な
る
協
力
を
会
員

に
呼
び
掛
け
た
。

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
協

定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
旅
ホ

連
）
と
同
運
輸
観
光
施
設
連

盟
（
運
観
連
）
は
８
日
、
支

部
事
業
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
「
強
者
（
ツ
ア
モ
ン
）

事
業
プ
レ
ゼ
ン
」
を
東
武
ホ

テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
（
東
京

都
墨
田
区
）
で
開
い
た
。
３

回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
度

も
各
支
部
か
ら
地
域
性
を
生

か
し
た
多
彩
な
提
案
が
披
露

さ
れ
、厳
正
な
審
査
の
結
果
、

東
北
支
部
が
提
案
し
た
事
業

が
１
位
に
選
ば
れ
た
。

　
強
者
事
業
は
、
各
支
部
で

考
案
し
た
事
業
企
画
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

順
位
付
け
と
助
成
を
通
じ
て

実
現
を
後
押
し
す
る
両
連
盟

の
共
同
事
業
。
連
盟
本
部
と

業
務
活
性
化
委
員
会
を
中
心

に
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
審
査
員
と
し
て
、
連
盟
本

部
か
ら
金
谷
譲
児
旅
ホ
連
会

長
と
小
野
寺
仁
運
観
連
会

長
、
会
社
か
ら
百
木
田
康
二

社
長
、
脇
坂
克
也
副
社
長
ら

が
出
席
し
た
。
審
査
基
準
や

効
果
測
定
の
手
法
に
つ
い
て

は
毎
回
見
直
し
を
行
い
、
よ

り
充
実
し
た
支
部
支
援
制
度

と
し
て
磨
き
を
か
け
て
い

る
。

　
１
位
に
選
ば
れ
た
東
北
支

部
の
事
業
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〝
Ｔ
〟
２
・
０
～
新
し
い
教

育
旅
行
の
カ
タ
チ
～
」
は
、

東
北
支
部
の
昆
野
守
裕
業
務

活
性
化
委
員
長
（
旅
ホ
連
）

と
多
田
俊
太
同
委
員
長
（
運

観
連
）
が
熱
の
こ
も
っ
た
プ

レ
ゼ
ン
を
披
露
。
次
世
代
放

射
光
施
設
「
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
Ｔ

ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｕ
」
（
宮
城
県
）

や「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」

（
岩
手
県
）
、
「
あ
き
た
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」

（
秋
田
県
）
な
ど
、
東
北
６

県
に
整
備
さ
れ
る
先
端
科
学

施
設
を
舞
台
に
、
子
ど
も
た

ち
に
地
域
の
未
来
を
体
感
し

て
も
ら
う
教
育
旅
行
を
提
案

し
た
。
地
域
と
学
び
を
融
合

さ
せ
た
意
義
の
あ
る
モ
デ
ル

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
各
支
部
が
提
案
し
た
事
業

の
タ
イ
ト
ル
は
次
の

通
り
。

　
北
海
道
支
部
＝
寒

さ
は
、
ご
ち
そ
う
。

２
・
０
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ

ｉ
ｎ
ｇ
　
ｏ
ｌ
ｄ
　

ａ
ｎ
ｄ
　
ｎ
ｅ
ｗ
―

北
の
食
文
化
―
▽
東

北
支
部
＝
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〝
Ｔ
〟
２
・
０

～
新
し
い
教
育
旅
行

の
カ
タ
チ
～
▽
北
関

東
支
部
＝
峠
を
攻
め
る
ア
ニ

メ
ツ
ア
ー
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

集
客
▽
関
東
支
部
＝
指
先
ひ

と
つ
で
憧
れ
の
ホ
テ
ル
を

〝
探
訪
〟
　
３
６
０
度
ビ
ュ

ー
が
生
む
、
確
か
な
宿
泊
意

欲
▽
南
関
東
支
部
＝
Ｍ
ａ
ｋ

ｅ
　
Ｉ
ｚ
ｕ
　
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ

　
Ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
　
カ
ム
バ
ッ

ク
伊
豆
大
作
戦
！
▽
中
部
支

部
＝
ス
ワ
デ
バ
ス
フ
ェ
ス
▽

関
西
支
部
＝
和
歌
山
の
魅
力

を
伝
え
る
♪
　
応
援
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
▽
中
四
国
支
部
＝

三
海
制
覇
の
ツ
ア
モ
ン
▽
九

州
支
部
＝
２
０
２
５
　
ウ
ォ

ー
ム
ハ
ー
ト
お
も
て
な
し
セ

ミ
ナ
ー
　
～
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で

観
光
の
未
来
を
創
造
！
　
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
と
交
流
で
最
高

の
旅
行
企
画
を
～
▽
沖
縄
支

部
＝
２
０
２
５
沖
縄
シ
ン
カ

旅
　
最
終
章
　
現
代
世
代
か

ら
未
来
世
代
へ
つ
な
ぐ


